



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　∂2x　　　　　　　 　　　　∂2×　　　　1　　∂h2m1 ∂2Y 1　　　π∂廟。＋耳∂，・m＝0・∂，・。＝h、2。h，ff“6」tr
となる。同様にして
　　　　　　　　　　’1　　∂2×　　　　1　　∂2Z　　　1　　 　　　　　　　　　　　　　 ∂2Y1 ∂2Y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　十一　　　　　　　 　 　　　　　　＝0　　 ＝0，一 十一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h・m．∂Cm∂Ym　　　　　　　　　　　　　hSm∂堵皿∂SCm　　 h2m∂Ym∂Zmhim ∂2m∂rm
　　　赤∂謡。＋素，器。一・
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であるから
　　　　∂2X　　h2m　∂2Y　　h3m　∂2Z　　　∂2X
　　　∂Ym∂2m　him∂2m∂rm　him∂Cm∂Ym　　∂Ym∂Zm
となり　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　∂2X　　　　　　　　　　　　　　　＝0　　　　　　　　　　　∂Ym∂Zm
となる。同様にして
　　　農一訪。要農一滅。塾，畿一・・
　　　∂2Y　　1　∂h3m　∂2Z　　　1　∂h、m　∂2Z　　　研＝h，2．h，m∂Y・齋・＝－h32。h、。π・∂Vm∂Y．＝O・
　　　∂2Z　　1　∂h2m
　　　∂Ym2　h2mh32m∂Z
が得られる。
　（σ，V，　Wりを直交曲座標における速度とすれば
・・－h・ひ署砺愕耀籔一砺σ署＋研晋冊蓄
画畷＋研署冊誓
であるから
　　　　　　　uπ＝u，Vm＝v，　Wm　・1）v
となる。同様に
　　　　　　　Fx　＝＝　Fx，　Fy＝Fr，　Fz＝Fz
　　一器一h・…募（∂σ　∂X　　∂こノ　∂y　　∂ひ　∂Z　　－十一一十一一∂X　∂x　∂Y　∂x　∂Z　∂x）＋σ（」塞讐＋乃箒）
　　　　　砺砦（∂V　∂X　　∂V　∂y　　∂V　∂Z－一十一一十一一一一∂X　∂x　　∂Y　∂x　　∂Z　∂x）＋v（砦｛欝＋麗箒）
　　　　　＋疇（∂W∂X　∂W∂Y　∂W　∂Z－一一十一一十一一∂X　　∂x　　∂y　∂x　　∂Z　∂x）＋w（讐髪＋隔券）
であるから
　　　絵一素（∂び＋」＿γ墜＋ユ＿w墾∂X　h2m　∂Y　h3m　∂z）
となる。同様にして
　　　絵一歳（∂σ＿1．y∂h蹴∂y　　hlm　∂X）・
　　　絵一素（署一素w割
　　　絵一素（∂v＿1σ∂h・m∂X　　h2m　　∂Y）・
　　　號一歳（器＋素弗＋素w畿＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－27
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　　　絵一素（弩一毒w穿〉
　　　舞一素（誓一癒ひ奮〉
　　　絵一毒（響一意v警〉
　　　諜一素（讐＋素σ畿＋素v讐）
となる。
　　　（DDt）。÷藍＋競＋既ゐ
　　　［劃÷素σ表＋素暢一＋毒暢一
とすれぽ
　　　胤一［劉（凱一圏
（DUmDt）m－［劉＋t．u（意γ警＋素w讐）
　　　一素（か畿＋癒解警〉
　　（DVmDt）＿一＝［署］＋7轟一v（k＿．……診＋孟「σ畿う
　　　「競（意昭穿＋素ぴ警〉
（胤一［劉＋素w（素σ畿＋毒y警）
　　　一素（1U・∂h・m＋1V・∂h・・him　∂Z　h2m　∂Z）
となる。これらを2．1），2．・2）の諸式に代入すれば次の式が得られる。
4．1）M，≦1の場合
素｛畏＋素器＋素署＋素σ（1∂h・・＋1∂h・・h2皿∂X　h蹴∂X）
　　　＋亡v（1　∂乃…＋　1　∂ん珈hSm　　∂y　　　ゐ1拠　　∂y）＋瀞（赤奮＋歳奮〉
　　　　　　磁多［劉＋畷釜］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　・一偽峠ρ．　　　、
［劉＋素σ（歳v畿＋瀞離）一素（歳脚警
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1728
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壕嚇蛙［劉＋厩矧）＋素（農＋唾畏　　　　　・一碗峠ρ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・・峠ρ
＋髪漏r［IUi｛素｛｝Y＋歳器一h、毒。（σ畿＋考艶）｝］素
＋・ﾉ冠レ［素・（器＋瀞讐＋素び幾）］素
弓蒲ド讐謬劉］素
＋号素畜［ICt3｛素響＋素｛謬一誌。（γ弩＋w奮）｝］麦，
［霧争素w（素σ讐＋意γ穿）一一hl．（毒ぴ∂llt4＋毒嘲．
w（磁・豊］＋瓦愕］）＋素（｛珍＋聯｛霧）
　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Fz
　　　　　　　　　　　　　　・一・・砥2静
一Fx＋2?f表［癒角（器＋素y畿＋素w∂1穿）］走
券謡ド響署淵］麦
＋結一瀞｛rk8Y＋素｛峯一誌，。（σ∂h・m＋v∂h・m　　∂Y　　　∂x）｝］量
＋号素老［Iu3｛素｛謬＋素署一誌。＠畿＋σ讐）｝］÷
隈］＋癒y（鵡w∂謬＋乃i肌σ誓窒）一癒（素昭穿
　　　　　　　　　　v（a・Me・多［霧］＋酬隈］）＋素（壽＋瓦峠婁）
＋意ひ・警）＋
＝＝Fy
＋夢素悉r［絢｛素署＋六隈一誌。（w畿＋ひ讐）｝］素
＋続一表［・・｛毒響＋素一器二誌。（y讐＋醐｝］素
＋2ｲ7素老一［μ3素（署＋・意9畿＋意v・箒≒）］一麦「　　　　　　　　←
1＝－29
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　　　　　　　　　c・・Re＋万仰　（・燗紗　c・・Re
　　　＋｛一一（1　　∂T　　　khm　　∂x）＋素表（か器）＋素あ（素・霧）｝
4．2）
素器＋赤｛多＋六署＋濫ひ（1∂h・m＋1∂h・・hzm∂X　hSm∂X）
　　　＋素v（1　∂h・m＋　1　∂h・mh3m∂Y　hm∂Y）＋素w（素讐＋素窒）
　　　　　…［D力万］＋瓦N［釜］
　　　　　　　　　1－∂8砂
［DびDt］＋素σ（素v警＋素w奮）一素（素v磯
申讐）＋咽掛瓦N［釜］）＋六（藷＋噸畏　1－∂ε砂）＝Fx
器ド響夢釜］］k・
＋毒考許瀞制＋・歳［gy＋素弗＋素σ割
＋［一一＋素器一漏（σ畿＋v讐）『｝歳
＋4・・｛・素陽素σ畿＋癒v制＋［濫響＋素器．
　　　　　　（v警卿割＋［素署＋素隈一㌫＠畿
　　　　　　　　1μ瞬多［DP万］＋瓦縣］ア1
　ρ
　1
　h2mh3m
＋ひ奮）］2｝
1〈M’の場合
　κ
ρPrRe
＋・叙ﾐ［か（｛畏＋毒v警＋素w瞥）］÷
弓謡レ潭［霧］冊［釜　　1一δ，砂］1勘誌瀞｛講
＋素讐一意（σ∂舞＋v∂舞）｝｝素＋続老［・3｛素器
＋素隈一意。＠畿＋σ讐）｝］壱
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱー30
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隈］＋歳v（1W∂h・・＋1ひ∂ゐ・・ゐ3皿　∂Z　hユ皿　∂X）一歳（素甲畿
　　　　　　　　　　v（…［霧］÷N・N［男］）＋意（募＋N・Np｛多）
＋六ぴ際）＋
1一δ8砂 ＝Fy
＋誌表［角｛誌器＋癒器一嵐（σ畿＋v畿）｝］÷
＋・ｱ舌［か（器＋素w讐＋素σ畿）］k
瀦嘉［雀］＋瓦N隈　　1一δε砂］1赫謡レ｛諾
＋素需一誌。（v∂h・・＋w∂h・・　　∂Z　　　∂Y）｝］÷
隈］＋素w（1W∂ゐ・・＋1y∂h・・ん1皿　∂X　h2肌　∂y）一意（亡び讐
嘗響晦［雀］＋N・N［男］）＋素（審＋魏N瑞　　　　　　　1－aε砂）－Fz
＋鯖表［・・3｛素器＋素隈一誌。（疇＋σ讐）｝］÷
＋誌歩［両｛赤響＋癒晋一誌m（v讐＋w畿）｝］÷
＋・緒ｨ［絢意（署＋素び畿＋素v割素
緩嘉［禦欝［釜］］k．
闇＠÷β［靴叢［努L劉・歳［99
＋歳y奮＋瀞制＋・歳［器＋素倦
＋素σ割2＋［素器＋毒器一誌。（σ際＋v畿）］2｝点
＋f・・3｛・歳［署＋素σ畿場評割＋［素署
＋素器一誌。（y警＋w讐汀＋［煮。｛珍＋素磯
一意（W畿＋剃＋，、（δ・配［薫錐・窒陛］）2｝歳
＋｛素一認素・｛畏）＋毒轟［か箒］＋云諺［か器ユ｝，最
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5．　直交曲線座標で表わされた流体運動の基本方程式の境界層を考慮に入れた解
　直交座標の場合と同様にして境界層を考慮しず以上の項を省略して次の流体動運の基本方
程式を得る。
5．1）　1≧M’の場合
V－v（t，、X，、Z）を麟層の厚さとしとη一ζする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y
　　　［釘÷素σ表＋歳v謡＋素w詣
とすれば
　　孟。｛器＋v（1∂h・・＋1∂ん・・hSm　　∂η　　　ノi1M　　∂η）｝一一素隈＋σ（歳警
　　　＋意讐）｝一癒｛署＋w（1∂h・・＋1∂娠him　∂Z　　h2m　∂Z）｝
　　　　磁豊］，＋瓦N［DTDt］，
　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一α・ル辱ρ
晶［、｝。μ・（％h－t．u∂ll肌）］一’SRey2h，・（［男ユーFx）
＋魑怨｛σ（　1　V∂h・皿＋1W∂h・皿h2皿雪　∂η　hs皿　∂Z）一毒畷
普一Yh・・Fy（　　　　　　　1－・・M・2プ）一聯号
島ド峠勲鍔［男ユト幌峠燦1［釜ユ・
島［意μ・（∂霧一煮皿w∂含疹皿）］一紳娠（際ユー司
＋号瓦濃｛w（意び∂舞＋鏡雪γ∂言彦皿）一意ぴ奮一意w讐｝
紳研畦酷1罪ユ
　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α
　　　　　　　　　　　　　　　　　1－32
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［劉，＋（・・T一差，）環騨ユ
　　　ー謡（1　　∂Th2mk∂η）論・一紬｛Pti（号瀞腎ジ
　　　＋・・B（∂島｝。w∂ll吼）2｝滋
5．2）　1〈M’の場合。
　　誌，｛霧＋v（”m∂書h1！＋hlm∂書デ）｝一一六隈＋ひ（素讐
　　　＋素畿）｝一、｝。｛響＋w（ゐ蓋∂診＋、i肌∂診）｝
　　　　…［劉欄［男ユ
　　　　　　　　1一δ，砂　　　　’
島［毒μ・（寄一ゐ｝皿ひ∂多疹皿）］一’i｝R…h・m（［x9ユーFx）
　　　＋号蝶｝｛σ（誌雪v∂参右皿＋癒w∂各牙）一意疇　・
　　　　隷｝紳ぱ國需［釜ユ
紳総靴鮮，
劣一・・h・・Fy（1一δε砂）一脚鍔
島匡［制諜［男ユレ無煙卸署［凱
晶［、1。μ・（∂罪一濠。w∂9jh？）］一｛1－Reo2h2m（［男ユーF・）
　　＋卸総｛w（ぬひ∂舞＋誌雪y∂劣肌）一素ぴ籍一毒醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－33
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［D劉，一（・・T一ま，）欄署［劉　（
一号歳｛・・（1募一niliiiひ∂ll皿）2＋・・（∂謬一、｝。W∂ISh，，’）2｝
・一一一一ｱ）誠ガ
1
?Ro66
が得られる。
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「流体運動の基本方程式」に対する正誤表
　　　　誤
　　　　P
　　　　P
　　　∂w’
　　　万
　　　α’M・一甦L
　　　　　　∂t
　　　　　　a　　αeMe2－　lti－
　　　　　　a　αeMel　t一
　　是。（　∂Tk　∂x）
　　　　真
　　舌（ツτア3）
　　妾（ツv2）
　　Cve　To
　　　毒・
　　　｝］毒，
　　　｝毒
ナ妾㈱
　　e8，）Js
　　　募
　　　　［2｝
　　Reubung
　　正
　　グ
　　グ
　　P’
嘉
・’M2
　　　はαεM¢27－
　　　　αeMe2＿1　n
　　　a2
＆（　∂T々　∂ツ）
　　｝
　　　直
毒（・v・）
告㈱
　Cv　To
⊥　R砂8
｝志、］
｝］毒，
表（が霧＋2x（夕rρ・））
　　　畜）ゐ
π
　コ2｝
Reibung
